
発行所　古河市鴻巣１１８９−４　  古河商工会議所内
　　　　公益社団法人古河法人会　電話 0280（48）６１２３
　　　　ホームページアドレス　http://www.koganet.ne.jp/〜shakoga/index.htm

　夢あんどんと夕涼み　〈古河地区会〉
　古河の夏の風物詩、「夢あんどん」。
　旧古河城のお堀から、歴史博物館・文学館の周辺が、約８００基のあんどんで彩られ、水面に
浮かぶあんどんの幻想的な灯りを眺めながら、夕涼みを楽しめます。
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令和元年〜２年度　役　員　名

副会長
塚田　　孝

副会長
塚原　　実

副会長
矢澤　啓次

副会長
奥村　秋夫

（敬称略）

会　長
川島　　栄

副会長
須釜　利行

総 務 委 員 会

研 修 委 員 会

組 織 委 員 会
— 各 委 員 会 名 簿 —

厚 生 委 員 会

税 制 委 員 会

広 報 委 員 会

役　職 地区 氏　名

委 員 長 坂　東 奥　村　秋　夫

副委員長 古　河 野　村　利　夫

委 員 坂　東 保土田　和　秀

〃 境 稲　垣　英　世

〃 総　和 渡　辺　　　勉

〃 三　和 大　橋　みち子

〃 五　霞 知　久　　　晃

役　職 地区 氏　名

委 員 長 境 塚　原　　　実

副委員長 総　和 小　倉　邦　義

委 員 古　河 相　葉　光　輝

〃 坂　東 須　賀　正　雄

〃 三　和 二　宮　　　司

〃 五　霞 新　井　秀　行

役　職 地区 氏　名

委 員 長 五　霞 須　釜　利　行

副委員長 古　河 大和田　五　郎

委 員 古　河 森　　　博　一

〃 坂　東 荒　木　弘  文

〃 坂　東 吉　田　忠　義

〃 境 内　海　正　富

〃 総　和 舘　野　正　明

〃 三　和 並　木　淳　一

役　職 地区 氏　名

委 員 長 総　和 矢　澤　啓　次

副委員長 境 斉　藤　哲　生

委 員 古　河 野　村　久　男

〃 古　河 五十嵐　　　順

〃 坂　東 金　子　　　勇

〃 総　和 千　野　欣　重

〃 三　和 初　見　周　一

〃 五　霞 松　本　幸　子

役　職 地区 氏　名

委 員 長 三　和 塚　田　　　孝

副委員長 古　河 野　澤　豊　輔

委 員 坂　東 中　山　達　也

〃 境 安　井　正　博

〃 総　和 峯　　　秀　行

〃 五　霞 猪　山　勝　美

役　職 地区 氏　名

委 員 長 古　河 蓮　見　公　男

副委員長 境 小松原　　　裕

委 員 古　河 小　林　敏　明

〃 坂　東 渡　邉　　　隆

〃 坂　東 吉　田　孝　美

〃 総　和 五月女　光　男

〃 三　和 水　越　ゆり子

〃 五　霞 長　島　茂　雄
（敬称略）
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青年部会役員名簿

30年度収支決算書 令和元年度収支予算書
（平成30年4月1日〜平成31年3月31日） （平成31年4月１日〜令和2年３月31日） （単位：円）

女性部会役員名簿
役　職 氏　名 地区会

青年部会会長 森　　　　博　一 古河地区会　部会長
副部会長 吉　田　　孝　美 坂東地区会　部会長

〃 染　谷　　真　一 境　地区会　部会長
〃 稲　葉　　貴　大 総和地区会　部会長
〃 並　木　　淳　一 三和地区会　部会長
〃 知　久　　佳　高 五霞地区会　部会長

会　計 大　島　　崇　嗣 古河地区会
幹　事 杉　本　　浩　一 〃

〃 江　田　　雅　之 〃
〃 中　山　　一　夫 坂東地区会
〃 前　川　　英　生 〃
〃 菊　田　　　　光 〃
〃 平　川　　宗　史 境　地区会
〃 佐　籐　　勝　博 〃
〃 白　石　　竜　一 総和地区会
〃 船　橋　　裕　輔 〃
〃 矢　澤　　宏　幸 〃
〃 荒　川　　知　也 三和地区会
〃 川　上　　和　志 〃
〃 青　木　　孝　徳 〃
〃 金　子　　　　守 五霞地区会
〃 中　山　　道　幸 〃

監　事 野　村　　則　之 古河地区会
〃 新　井　　　　衛 境　地区会
〃 倉　持　　博　之 坂東地区会

役　職 氏　名 地区会
女性部会会長 青　木　　博　美 古河地区会　部会長
副部会長 金久保　　照　子 坂東地区会　部会長

〃 長　澤　　恵　子 境　地区会　部会長
〃 山　中　　紀　子 総和地区会　部会長
〃 水　越　　ゆり子 三和地区会　部会長
〃 松　本　　幸　子 五霞地区会　部会長

会　計 井　草　　栄　子 古河地区会
幹　事 茂　田　　玉　実 〃

〃 名　和　　はるみ 〃
〃 上　坂　　美津子 坂東地区会
〃 張　替　　恵　子 〃
〃 古　矢　　美知子 〃
〃 塚　原　　えい子 境　地区会
〃 飯　田　　英美子 〃
〃 鈴　木　　久　子 総和地区会
〃 矢　澤　　香　苗 〃
〃 増　田　　紋　子 三和地区会
〃 所　谷　　厚　子 〃
〃 松　本　　真生子 五霞地区会
〃 小　林　　弥　生 〃

監　事 斎　藤　　桂　子 古河地区会
〃 飯　田　　幸　子 坂東地区会
〃 大　橋　　みち子 三和地区会

科　　目 決算額
1．事業活動収支の部
　　1．事業活動収入
　　　①特定資産運用収入 930
　　　②会費収入 11,210,500
　　　③事業収入 5,704,468
　　　④補助金等収入 7,935,337
　　　⑤負担金収入 1,630,888
　　　⑥雑収入 1,383,911
[ 事業活動収入計 ] 27,866,034
　　２．事業活動支出
　　　①税の啓発事業費支出 11,350,337
　　　②地域社会貢献事業費支出 3,639,251
　　　③会員支援事業費支出 5,624,565
　　　④管理費支出 7,374,752
[ 事業活動支出計 ] 27,988,905
[ 事業活動収支差額 ] △ 122,871
2. 事業活動以外収支の部
　　１．経常外収入 0
　　２．経常外支出 0
[ 事業活動以外収支差額 ] 0
 
当期収支差額 △ 122,871
前期繰越残高 19,333,509
当期末残高 20,210,638

科　　目 予算額
1．事業活動収支の部
　　1．事業活動収入
　　　①特定資産運用収入 4,000
　　　②会費収入 11,270,000
　　　③事業収入 3,900,000
　　　④補助金等収入 8,511,570
　　　⑤負担金収入 650,000
　　　⑥雑収入 1,001,000
[ 事業活動収入計 ] 25,336,570
　　２．事業活動支出
　　　①税の啓発事業費支出 11,135,500
　　　②地域社会貢献事業費支出 3,675,000
　　　③会員支援事業費支出 4,892,000
　　　④管理費支出 5,790,000
[ 事業活動支出計 ] 25,492,500
[ 事業活動収支差額 ] △ 155,930
2. 事業活動以外収支の部
　　１．経常外収入 0
　　２．経常外支出 0
[ 事業活動以外収支差額 ] 0
 
当期収支差額 △ 155,930
前期繰越残高 20,210,638
当期末残高 20,054,708
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令和元年度事業計画 自　平成31年４月１日
至　令和	２	年３月31日

主たる事業計画
1．	税を巡る諸環境の整備改善等を図ることを目的とする事業
○　納税意識の高揚、税知識の普及、税の学習環境整備のための事業
　　①　法人税・消費税等の決算申告に関する研修会の開催
　　②　近隣地区会及び各種団体との合同開催による税務研修会の開催
　　③　各種団体との合同税務研修会の開催
　　④　全国大会・全国青年の集い・女性フォーラムへの参加	
　　⑤　税務署の協力7団体との連携強化	
　　　　・効率的な団体運営(租税教室・納税表彰式・税務関連研修会の共催開催)
　　⑥　消費税期限内完納に向けた取組推進
　　⑦　女性部会による「税に関する絵はがきコンクール」の推進
○　税に関する社会貢献活動税に関する社会貢献活動
　　①　「e-Tax」等電子申告制度の普及と利用拡大推進
　　　　・役員利用率１００％目標の推進　・役員利用率１００％目標の推進
　　　　・会員、賛助会員の利用率拡大推進と一般向けＰＲ
　　②　小学生高学年を対象とする租税教室へ講師及び補助講師として参加
○　税制に関する提言活動税制に関する提言活動
　　①　税制改正提言の取りまとめと提言事項実施のための諸活動
2．	地域の経済社会環境の整備改善を図ることを目的とする事業
○　地域の経済活動を活性化する事業
　　①　近隣地区会及び各種団体との合同による経営支援セミナーの開催
　　②　経営および経済に関する各種講演会・セミナー等の開催	
○　地域の福祉問題、環境問題などの改善に資する事業
　　①　献血等福祉活動の支援　献血等福祉活動の支援
　　②　青年・女性部会による道路美化清掃活動等の実施
　　③　地域のマラソン大会等に対する支援
　　④　各地区会による地域社会貢献活動の充実
○　各種事業公開のための広報活動
　　①　機関誌「法人たより」の定期発行と内容充実
　　②　全法連機関誌　季刊「ほうじん」定期配布
　　③　「ホームページ」活用による各種事業の公開と情報公開
○　各種諸会議の開催
　　①　通常総会・監査会・理事会・正副会長会議・事務局会議の開催
　　②　各種委員会の開催	
　　③　その他必要な会議の開催	

◎ （公社）古河法人会組織状況表 	 （令和元年6月30日現在）　

地区会名 法人数 会員数 加入率% 地区会名 法人数 会員数 加入率%

古　　河 988 428 43.3% 三　　和 709 247 34.8%

坂　　東 1,269 454 35.8% 五　　霞 194 137 70.6%

境 613 301 49.1%

総　　和 887 283 31.9% 合　　計 4,660 1,850 39.7%
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　本年の７月の人事異動により古河税務署長を拝命いたしました
小山と申します。大田原税務署から転任してまいりました。前任の
橋本署長同様、よろしくお願いいたします。
　川島会長をはじめ、公益社団法人古河法人会の皆様には、税務行
政全般にわたり、深いご理解と格別のご支援を賜わり、厚く御礼申
し上げます。
　私は長野県の出身であり、茨城県の勤務は初めてであります。一
期一会を大切に、茨城県、特にこの古河の地の魅力を十分に感じた

いと思っております。
　また、古河税務署管内は、圏央道の全線開通に伴い物流施設の需要が高まり、開通以来連
続して地価が上昇するなど地域経済が期待されるこの時期に、署長として勤務できますこと
に誇りと重責を感じている次第であります。引き続き、ご支援を賜わりますようお願い申し
上げます。
　さて、古河法人会におかれましては、税に関する研修会等をはじめとする各種研修会等の
開催や租税教育事業、「自主点検チェックシート」を活用した「企業の税務コンプライアン
ス向上のための取組」などを通じ、正しい税知識の普及や納税意識の高揚を図られるととも
に、会員をはじめとする企業の自己啓発を支援し、企業経営の健全な発展に貢献されておら
れます。
　特に、租税教育につきましては、管内の小学校等で実施する租税教室への講師や補助者を
派遣していただくほか、租税教育教材の寄贈、「税に関する絵はがきコンクール」を実施さ
れるなど、次の時代を担う子供たちが、税についての関心を高め、社会や国を支える税の意
義や役割を理解することは極めて重要なことであり、税務行政に携わる私どもといたしまし
ては、大変心強く感じております。
　また、地域社会貢献活動として、清掃活動やいちごプロジェクトの推進、各地域で開催さ
れる行事等に参加されるなど地域社会の健全な発展にも寄与されておられます。
　皆様のこのような活動は、ひとえに、役員及び会員の皆様の法人会活動に対するご尽力の
賜物であり、深く敬意を表しますとともに、感謝申し上げます。
　私どもといたしましても、引き続き皆様と連携協調を図り、少しでもご協力させて頂けれ
ばと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。
　税務行政に目を向けますと、消費税率引上げと消費税の軽減税率制度がいよいよ来月から
実施されることとなります。
　事業者の皆様に軽減税率制度をはじめとする改正された消費税の仕組みを十分にご理解い
ただき、自ら適正な申告・納付ができるよう、説明会をはじめとする周知・広報や指導、相
談等といった各種施策に取組んでまいりましたが、本制度が早期に定着するよう、制度実施
後においても、引き続き、各種施策に積極的に取組んでまいる所存でございますので、皆様
のお力添えを賜わりますようお願い申し上げます。
　結びに、公益社団法人古河法人会及び会員企業の益々のご発展と会員の皆様方のご健勝、
ご繁栄を祈念申し上げまして、着任の挨拶とさせていただきます。

　古河税務署長

　　　小山　貴文

着任のご挨拶

第 66 号　（ 6 ）令和元年 9 月



《古河税務署人事異動》

令和元年分 年末調整説明会のお知らせ

職　名
新任者 前任者

氏名 前任地 氏名 新任地

署　長 小山　貴文 大田原税務署長 橋本　晃
関東信越国税局

調査査察部
資料情報課長

総務課長 岡野　克弥
関東信越国税局

調査査察部査察総括第一課
課長補佐

城倉　洋介
関東信越国税局
総務部総務課

課長補佐

課長補佐 赤坂　純枝
越谷税務署

資産課税第一部門
総括上席国税調査官

南雲　真一
宇都宮税務署

総務課
課長補佐

法人課税第一部門
統括国税調査官

中出　一代
佐野税務署

法人課税部門
統括国税調査官

野口　裕司
大宮税務署

国際税務専門官
（法人担当）

法人課税第二部門
統括国税調査官

齋藤　裕紀
関東信越国税局

課税第二部
統括国税実査官主査

須田　和宏
潮来税務署

法人課税第三部門
統括国税調査官

法人課税第三部門
統括国税調査官

（廃止） 稲葉　芳昭
土浦税務署

法人課税第二部門
統括国税調査官

法人課税第一部門
総括上席国税調査官

久保田　幸成
浦和税務署

法人特官部門
上席国税調査官

折原　　裕
関東信越国税局

調査査察部
調査第七部門主査

法人課税第一部門
上席国税調査官
（法人会担当）

伊藤　一久
春日部税務署

法人課税第一部門
上席国税調査官

三浦　　浩 （退職）

管理運営第一部門
統括国税徴収官

古怒田恵美 （留任） 古怒田恵美 （留任）

管理運営第二部門
統括国税徴収官

松澤　義明
栃木税務署

管理運営第二部門
統括国税調査官

渡邉　和行
越谷税務署

法人課税第五部門
統括国税調査官

管理運営第一部門
総括上席国税徴収官

横田　京子 （留任） 横田　京子 （留任）

徴収部門
統括国税徴収官

佐藤　小枝子
関東信越国税局
徴収部機動課

納税催告専門官
藤田　儀和

関東信越国税不服審判所
第二部

国税審査官

個人課税第一部門
統括国税調査官

清水　雅弘
春日部税務署

個人課税第二部門
統括国税調査官

根橋　　亘
浦和税務署

特別記帳指導官
特別記帳指導官

個人課税第二部門
統括国税調査官

古澤　昌博 （留任） 古澤　昌博 （留任）

個人課税第一部門
総括上席国税調査官

吉田　理絵
栃木税務署

個人課税第一部門
総括上席国税調査官

小林　真樹
新潟税務署

特別記帳指導官
記帳指導推進官

資産課税部門
統括国税調査官

星野　まゆみ
関東信越国税局

課税第一部機動課
主査

羽賀　一幸
春日部税務署

資産課税第一部門
統括国税調査官

（令和元年７月10日付）

・給与所得者に係る年末調整説明会を下記の日程により開催いたします。
・年末調整説明会に引き続き、消費税の軽減税率制度等の説明会も併せて開催いたします。
・送付されたパンフレット等をご持参の上、ご都合のよい時間及び場所にお越しください。
・一部の用紙については、国税庁のホームページからダウンロードをすることができます。

開催日 開催時間 開催場所 対象者

11月20日 (水)
10：00～12：00
14：00～16：00

境町中央公民館　講堂
（境町395-1）

境町・五霞町
坂東市

11月21日 (木)
10：00～12：00
14：00～16：00

古河市三和地域交流センター
コスモスプラザ　多目的ホール

（古河市仁連2065）
古河市
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○
研
修
委
員
会

　
四
月
二
十
四
日
（
水
）
古
河
商
工
会

議
所
に
お
い
て
研
修
委
員
会
を
開
催
。

令
和
元
年
度
の
研
修
事
業
計
画
の
協
議

を
行
う
（
参
加
五
名
）

○
広
報
委
員
会

　
八
月
六
日
（
火
）
古
河
商
工
会
議
所

に
お
い
て
広
報
委
員
会
を
開
催
。
広
報

誌
「
法
人
た
よ
り
」
の
発
行
に
つ
い
て

協
議
を
行
う
（
参
加
一
六
名
）

○
三
十
一
年
度
第
一
回
理
事
会

　
四
月
二
十
四
（
水
）
古
河
商
工
会
議

所
に
お
い
て
第
一
回
理
事
会
を
開
催
。

第
三
四
回
総
会
上
程
議
案
、
表
彰
受
賞

者
の
確
認
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
う

（
参
加
三
四
名
）

○
正
副
会
長
会
議

　
八
月
二
十
三
日
（
金
）
古
河
市

冨
久
家
に
お
い
て
正
副
会
長
会
議
を
開

○
決
算
期
別
説
明
会

　
古
河
商
工
会
議
所
に
お
い
て
四
月

十
八
日
（
木
）
四
～
六
月
決
算
企
業
向

け
説
明
会
（
参
加
企
業
一
九
社
）
、
七

月
十
八
日
（
木
）
七
～
九
月
決
算
企
業

向
け
説
明
会
を
実
施
。
（
参
加
企
業

一
六
社
）

○
新
設
法
人
説
明
会

　
二
月
六
日
（
水
）
古
河
商
工
会
議
所

に
お
い
て
新
設
さ
れ
た
企
業
向
け
説
明

会
を
実
施
。
（
参
加
企
業
四
社
）

○
事
務
担
当
者
会
議

　
七
月
二
十
五
日
（
金
）
古
河
市
「
山

び
こ
」
に
お
い
て
事
務
担
当
者
会
議
を

開
催
。
各
地
区
会
事
務
担
当
者
と
の
事

務
打
ち
合
わ
せ
、
意
見
交
換
を
行
う
。

（
参
加
八
名
）

催
。
前
回
理
事
会
以
降
の
活
動
経
過
報

告
、
今
後
の
事
業
活
動
計
画
の
協
議
、

大
同
生
命
か
ら
の
説
明
を
行
う
（
参
加

一
五
名
）

諸
会
議
・
研
修
会
の
開
催

委
員
会
活
動
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青

年

部

会

☆
第
三
十
三
回
総
会
開
催

　
四
月
十
五
（
金)

、
二
十
八
名
参
加

し
、
和
田
家(

古
河
市)

に
て
開
催
。

　
全
議
案
が
原
案
通
り
、
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

☆
正
副
部
会
長
会
議

　
七
月
八
（
月
）
、
名
参
加
し
、
和
田

家（
古
河
市
）に
て
開
催
。
令
和
元
年
度

事
業
計
画
等
の
協
議
を
行
う
。

部
会
活
動

＝
今
後
の
活
動
行
事
予
定
＝

☆
租
税
教
室
～
法
人
会
担
当
分
一

年
九
月
～
二
年
一
月
ま
で
小
学
校

十
一
校
で
実
施
。

☆
令
和
元
年
度
第
三
回
理
事
会

　
十
月
十
七
日
（
木
）
ホ
テ
ル
山
水

☆
十
月
二
日
（
水
）

　
一
～
六
月
新
設
法
人
説
明
会

☆
十
月
十
八
日
（
金
）

十
～
十
二
月
決
算
企
業
向
け
決
算

期
別
説
明
会
。

☆
十
一
月
十
四
日
（
木
）

　
合
同
納
税
表
彰
式

☆
十
月
三
日
（
木
）

　
全
法
連
全
国
大
会
・
三
重
大
会

☆
十
一
月
十
八
日
（
金
）

　
全
国
青
年
の
集
い
・
大
分
大
会

○
組
織
委
員
会

　
八
月
六
日（
火
）古
河
商
工
会
議
所
に
お

い
て
組
織
委
員
会
を
開
催
。会
員
増
強
推

進
策
及
び
表
彰
関
係
の
協
議
を
行
う（
参

加
十
六
名
）

○
厚
生
委
員
会

　
九
月
実
施
予
定

☆ 

八
月
九
日
（
金
）
古
河
市
主
催
「
道

の
日
」
清
掃
活
動
に
法
人
会
青
年
部

よ
り
二
十
五
名
参
加
。
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女

性

部

会

☆
第
三
十
三
回
総
会
開
催

　
四
月
八
日(

月
）
、
二
十
三
名
参
加

し
、
ホ
テ
ル
山
水(

古
河
市)

で
開
催
。

　
全
議
案
が
原
案
通
り
、
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

☆
正
副
会
長
会
議
開
催

　
七
月
一
日(

月)

、
十
六
名
参
加
し
、

古
河
商
工
会
議
所
で
開
催
し
年
間
事

業
計
画
等
の
協
議
を
行
う
。
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
昨
年
度
同
様
古
河
市

内
・
五
霞
町
内
小
学
校
に
応
募
依
頼
す

る
。

☆ 

小
学
生
向
け
租
税
教
室
参
加

　
青
年
部
会
と
合
同
で
講
師
及
び
補
助

講
師
と
し
て
参
加

☆
役
員
視
察
研
修

　
十
月
二
十
三
（
水
）
東
京
方
面
へ
の

視
察
研
修
会
を
開
催
す
る
。

☆
令
和
元
年
二
月
正
副
部
会
長
会
議
時

　
に
講
演
会
開
催

☆
い
ち
ご
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
八
月
九
日(

金)

青
年
部
参
加
の｢

道

の
日｣

清
掃
活
動
時
に
合
わ
せ
女
性
部

役
員
が
古
河
駅
西
・
東
口
で
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
を
行
う
。
（
十
二

名
参
加
）

☆
十
一
月
十
八
日(

金)

　
全
国
青
年
の
集
い｢

大
分
大
会｣

　
本
会
よ
り
三
十
名
程
度
の
参
加
予

定
。

☆
小
学
生
向
け
租
税
教
室

　
女
性
部
会
と
合
同
で
講
師
及
び
講
師

補
助
者
と
し
て
参
加
。
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古河地区会

三和地区会

境地区会

境地区会女性部通常総会
Ｒ１年６月２１日（金）

境地区会親会・青年部会合同通常総会
Ｒ１年６月１２日（水）

地 区 会 た よ り

古河地区会通常総会
Ｒ１年５月１６日（木）

三和地区会通常総会
Ｒ１年６月６日（木）

三和地区会青年部通常総会
Ｒ１年６月１７日（月）

優良経理担当者表彰
Ｒ１年５月１６日（木）
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総和地区会

坂東地区会五霞地区会

総和地区会経営研修会
Ｒ１年６月２６日（水）

総和地区会青年部会通常総会
Ｒ１年６月１１日（火）

青年部会３地区合同税務研修会
Ｒ１年８月６日（火）

総和地区会通常総会
Ｒ１年６月１３日（木）

坂東地区会親睦ゴルフ大会
Ｒ１年７月２日（火）

五霞地区会通常総会
Ｒ１年６月1２日（水）
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水戸支社 下館営業所/茨城県筑西市丙２０５－２（レジデンスミマス３F）
TEL 0296-25-5939

つくば支店/茨城県つくば市吾妻3-15-15（オカバつくばビル4Ｆ）
TEL 029-855-2321
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